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研究成果の概要（和文）：本研究は日本に自生するタイム原産種であるイブキジャコウソウを，蛇紋岩や閃緑岩
などの採石場跡地を緑化するために活用することを目的として行ったものである。日本各地から収集したイブキ
ジャコウソウは，蛇紋岩や閃緑岩採石場の高いpH土壌環境でも生育，増殖が可能であり，日本原産植物による生
物多様性に配慮した緑化植物として高いポテンシャルを有していることが判明した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to utilize the Japanese wild thyme to 
revegetate quarry sites such as serpentinite and diorite. The thymes collected from all over Japan 
was able to grow and multiply even in high pH soil environment of serpentine and diorite quarries, 
and showed their high potential as a greening plant that considers biodiversity.

研究分野： 土壌･植物栄養学

キーワード： イブキジャコウソウ　和タイム　ハーブ　緑化　採石場　乾燥耐性　シカ獣害忌避　貧栄養耐性

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究ではイブキジャコウソウの高い緑化能力に光を当て，不可能と思われた採石場緑化の可能性を提示したの
みならず，トレーサビリティが明確な日本固有のハーブとして，ガーデニング資材やハーブとしての活用につい
ても可能にすることができた。現在は三重県内において緑化植物としての利用を自治体と協議しているほか，地
元の新しい産物としての利用を提案しており，様々な分野への波及が見込まれると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

採石業は山を削り広範囲にわたり岩盤を露出させ，その結果として自然環境の大規模な変

化を引き起こす。また景観の毀損は自然破壊のイメージとなり，地元観光に悪影響をもた

らしている。それ故，採石には採石法・景観法・森林法等により採石後の緑化が法律で義

務づけられているが，急傾斜の採石場は植物栽培に必要な客土の保持が困難であり，また

Ca や Mg を多く含むエリアについては，植物は高い pHにより栄養の吸収が阻まれ，生育自

体が困難となっている。 

 三重県は北部の鈴鹿山脈から南部の志摩，紀伊山地にかけて石灰岩層が広がっており，

日本有数の石灰岩（セメント資材）の産地として知られている。また紀伊半島には日本最

大の活断層である中央構造線が走っており，その南北には領家変成帯，三波川変成帯を起

源とするマグネシウム(Mg)を多く含んだ岩石（蛇紋岩・閃緑岩等）が産出する。これらの

岩石を採掘する業者は日本のインフラ整備に重要な役割を果たしてきたが，現在多くの鉱

山が廃業や規模縮小を余儀なくされており，また事業を継続する場合でも，地元住民のコ

ンセンサスを得るためにあえて成功率の低い緑化に取り組まざるを得ない状況にある。ゆ

えに，高 pH 環境の採石場を効果的に緑化する技術の開発は，採石業者，周辺住民，地元

観光業者の高い要望があり，早急に取り組まねばならない課題である。 

 

２．研究の目的 

本研究は一般植物による緑化が困難なマグネシウム性高pHの採石場跡地について，蛇紋岩

土壌原産のイブキジャコウソウを用いた新たな緑化技術を確立することを目的として行う

ものである。日本各地の高Mg土壌（蛇紋岩土壌）および石灰岩土壌を含む日本各地に自生

するイブキジャコウソウを収集，栽培保持し，育苗や栽培の技術を確立する。これらの品

種について実際の採石場土壌にて緑化能力の検証を行い，栽培時期や移植方法などを確立

する。 

さらに現在緑化現場で大きな問題になっているシカによる緑化植物の食害について，本植

物の食害忌避について検証し，さらにその要因となる香気成分についても明らかにする。 

 

３．研究の方法 

①採石場等の緑化能力の検証 

 大学敷地内に三重県内の蛇紋岩採石場および閃緑岩採石場土壌の区画を作成し，蛇紋岩

および石灰岩土壌を自生地とするイブキジャコウソウの栽培試験を行った。また高温耐性

試験として三重大学敷地内の田畦での栽培，日陰での生育試験，および貧栄養の斜面礫地

のモデルとして，三重大学演習林内の崩落跡地にて栽培試験を行った。 

 

 ②GC-MS による成分分析 

 国産イブキジャコウソウ３品種および海外の匍匐性タイムについて６月，８月の草体

および各品種の花について水蒸気蒸留を実施し，回収した蒸留液に含まれる好気性成分に

ついて GC-MS による分析を行った。本試験を３年実施し，原産地の成分差についてデータ

を集積した。 

 

 ③シカ食害の忌避試験 



 2019 年 3～5月に挿し木した各産地のイブキジャコウソウ（青葉山産，伊吹山産，菅

島産）の幼若体を，同年 6～7月に育苗箱に移植し，同年 10月 23 日まで生育させた。特

に生育の良かったものを各産地 4つずつ選抜し，同日に三重大学演習林の 16 林班内にそ

れぞれ設置した。設置する際は各産地のシートが 2 ｍ間隔になるように設置した。その

後，概ね 1ヶ月毎に観察を行い，被食の有無について確認した。 

 

 

４．研究成果 

①採石場等の緑化能力 

 三重大学敷地内の土壌を比較対象とし，三重県鳥羽市菅島の蛇紋岩土壌(pH7.53 

Mg:6.03%, Ca: 0.32%)および多気町の閃緑岩採石場土壌（pH8.35 Mg: 0.75%, Ca: 

2.48%）で増殖試験を行った約 0.8 平方メートルの区画に菅島もしくは伊吹山由来のイブ

キジャコウソウ苗を 4もしくは９本移植した場合，１０月から翌６月までの期間で区画内

を覆い尽くすまでに生育した。このことより，本植物は高い pH土壌環境においても旺盛

な繁殖を示し，採石場土壌の緑化に十分なポテンシャルを有することが判明した。 

 三重大学内の日当たりの良い田畦に移植した場合，比較的高い山の頂上を原産地とする

京都産，滋賀産のイブキジャコウソウについては，高温によってある程度の割合で枯死す

るサンプルが存在したが，収集した国内のイブキジャコウソウの中で最も平均気温が高い

三重県で採取したものについては，高い耐熱性と良好な繁殖を示した。また日照が比較的

遮られる環境においては，青森県竜飛岬産のものが，また低栄養の崩落地斜面においては

いずれも生育が抑制されていたが，伊吹山産のものが良好な生育を示した。 

 

 ②GC-MS による成分分析 

3 年間連続で検出される成分はそれぞれの産地で異なっていた。青葉山産草体，花器とも

にチモールが確実に検出され，リナロールが必ずしも検出されないのが特徴である。青葉

山産の花器は加えて，1,2,3,4,5,6‐ヘキサメチル‐1,3‐シクロヘキサジエンが検出され

るのも特徴である。伊吹山産の草体，花器ではともにγ-テルピネンが必ずしも検出され

ないのが特徴である。菅島産草体，花器は他の産地の草体や花器に比べて検出された成分

は多く，10 種類以上検出されるのが特徴である。 

全ての産地で確認できる成分や成分数が異なることから，数サンプルの蒸留液を分析し，

これらの特徴と照らし合わせることで，産地を特定できる可能性が示唆された。また，3

年間連続で検出される成分はそれぞれの産地で異なることから，イブキジャコウソウの地

域特異性が認められた。イブキジャコウソウが日本の広範囲に，かつ限定的に生育してい

ることから，イブキジャコウソウが地域性在来種の緑化に利用できる可能性が高いことが

示唆された。 

 各産地のイブキジャコウソウ蒸留液の抗酸化活性は比較対象としたホウレンソウ蒸留

液の 14.9～18.2 倍となり，高い抗酸化活性が認められた。イブキジャコウソウで比較し

た場合，菅島産と伊吹山産の蒸留液の抗酸化活性の間で 1.23 倍の違いが見られた。 

 

③シカ食害の忌避試験 

三重大学付属演習林 16林班（崩落地の法面施工地）内に設置したイブキジャコウソウ

は，11 月 6 日（14日目）までは草体が残っていたが，11 月 25 日（34日目）になると 4



箇所中の 2箇所で全産地のイブキジャコウソウ，12 月 23 日には 4箇所全てでイブキジャ

コウソウ地上部が食い尽くされていた。定点カメラによる観察によって，三重大学演習林

の 16林班には，2018 年 12 月 4日から 28 日までの期間中にシカが 17日間出没しているこ

とが判明している。また，16林班内には，シカの糞が落ちていることを月 1回の訪問で確

認している。そのため，16 林班近辺にシカが生息していることが判明している。以上のこ

とから，イブキジャコウソウの食害はシカによるものであると考えられ，イブキジャコウ

ソウがシカの不嗜好性植物でないことが判明した。ただし，14日目まではほとんどのシー

トで被食が見られなかったこと，また 34 日目でも 2箇所では被食が軽微であったことか

ら，シカはイブキジャコウソウを好んで食べている訳ではないと考えられる。特に伊吹山

産の草体や花器から検出されたユーカリプトールは野ウサギやシカのような大型草食動物

が葉を食べるのを抑制する役割があり（Croteau et al.，2005），この成分が伊吹山産イ

ブキジャコウソウの被食を抑制した可能性がある。 
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